
天

台

学

僧

信

尊

に

つ

い

て

一

日
蓮
聖
人
遺
文
の
中
に
、

『富
木
入
道
殿
御
返
事
』

Ｔ
）
と
云

う
真
蹟
遺
文
が
あ
る
。
こ
の
遺
文
の
系
年
に
つ
い
て
は
、
十
月

一

日
と
明
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
年
号
が
な
く
、
昭
和
定
本
遺
文
は

弘
安
元
年
に
系
け
る
が
、　
弘
安
二
年
或
は
建
治
三
年
と
も

云
わ

れ
、
叉
文
永
期
の
筆
と
す
る
説

っ
）
も
あ

っ
て
、
い」
の
点
定
か
で
な

い
。
従

っ
て
執
筆
の
場
所
も
浮
動
し
て
い
る
。
古
来
、

「票
権
出

界
法
門
」

（
『常
師
見
聞
』
）
、
「常
忍
抄
」
（
『御
書
目
録
』
）

と
も
称
せ
ら
れ
て
き
た
こ
の
遺
文
は
、
富
木
常
忍
と
了
性
房
な
る

天
台
学
匠
と
の
論
争
、
い
わ
ゆ
る
真
間
間
答
に
つ
い
て
の
書
簡
で
、

常
忍
が

『法
華
文
句
記
』
の

「権
を
稟
け
て
界
を
出
づ
る
を
名
づ

け
て
虚
出
と
為
す
」
の
文
を
挙
げ
て
繭
前
無
得
道
の
義
を
主
張
し

た
の
に
対
し
て
、　
了
性
房
は

「全
以
無
二其
釈
こ
↑
）
と
て
天
台

三
大
部
に
は
こ
の
文
な
し
と
反
論
し
、
か
く
し
て
了
性
房
は
屈
伏

一局

橋

謙

せ
ら
れ
た
、
そ
の

一
部
始
終
を
日
蓮
聖
人
に
報
じ
た
そ
の
返
事
で

あ
る
。
こ
の
間
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
遺
文
に
み
ら
れ
る
限
り

に
お
い
て
は
、
稟
権
出
界
の
典
拠
の
有
無
に
つ
い
て
、
不
信
謗
法

の
法
門
、
止
観
の
行
者
の
持
戒
、
の
三
問
題
に
就
い
て
論
議
さ
れ
、

日
蓮
所
弘
の
法
門
を
以
て
第
三
法
門
と
決
し
、
了
性
房
の
敗
北
を

誇
法
の
結
果
と
み
な
し
、
止
観
の
行
者
の
持
戒
に
つ
い
て
は

『
法

華
文
句
』
や

『
摩
訂
止
観
』
の
異
同
を
会
通
し
、
伝
教
の
末
法
無

戒
に
よ
せ
て
本
門
の
戒
を
密
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
遺
文
で

注
目
さ
れ
、論
争
を
通
し
て
想
起
さ
れ
る
こ
と
は
、①
こ
の
間
答
を

通
し
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
広
学
多
聞
の
了
性
房
を
師
子
工
程

の
日
蓮
に
対
し
て
蚊
虻
の
者
で
あ

っ
て
、
天
台
法
華
宗
の
者
で
な

卜
と
批
判
し
た
こ
と
、②
了
性
房
の

「
不
信
非
二謗
法
こ
と
も
「
不

信
者
不
レ
堕
二
地
獄
こ

（↓

と
の
論
難
に
よ
せ
て
、

「
目
蓮
が
法

門
は
第
三
の
法
門
」
で
あ
る
と
明
言
し
た
こ
と
。
中
古
天
台
の
学

匠
を
し
て
自
ら
の
学
説
を
第
三
の
法
門
で
あ
る
と
言
わ
し
め
、
天

祐
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台

・
伝
教
と
も
違
う
立
場
を
明
示
し
た
の
は
注
意
さ
れ
よ
う
。
そ

し
て
、一
③

「了
性

・
思
念
を
つ
め
っ
る
上
は
他
人
と
御
論
候
わ
ば

か
へ
り
て
あ
さ
く
な
り
な
ん
」
↑
）
と
て
今
後
の
間
答
を
誠
め
て

い
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
答
に
よ
っ
て
弟
子

の
中
に
幾
人
か
の
退
転
者
を
出
し
た
こ
と
は
、
む
や
み
な
論
争
厳

禁
の
一
理
由
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、、
常
忍
側
に
信
仰
退
転
者

を
出
さ
し
め
た
ほ
ど
に
了
性
房
は
大
学
匠
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
而
し
て
計
蓮
聖
人
が
問
答
に
は
慎
重
を
来
し
て
い
る
こ
と
、

退
転
者
を
出
さ
し
め
た
ほ
ど
の
学
匠
了
性
房
を
蚊
や
虻
の
如
き
者

と
て
そ
れ
ほ
ど
に
問
題
視
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
が
未

示
の
第
二
法
門
を
以
て
し
て
中
古
天
台
は
あ
ま
り
眼
中
に
な
か
っ

た
こ
と
、
中
古
天
台
は
了
性
房
を
し
て
天
台
法
華
宗
で
は
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
了
性
房
な
る
者
が
武
蔵
河
田
谷
泉
福
寺
の
信
尊
で
あ
る
と

云
う
の
で
あ
る
。
信
尊
は

「心
尊
」
と
も

「真
尊
」
と
も
書
か
れ

る
の
で
あ
る
が
、
了
性
房
＝
信
尊
の
最
も
早
く
み
え
る
の
は
中
山

の
本
成
院
日
実
の

『当
家
宗
旨
名
目
』

↑
）
で
、
下
之
巻
に

「了

性
と
は
河
田
谷
の
真
尊
上
人
の
事
也
」
と
云
い
、
定
珍
の

『
日
本

天
台
先
徳
明
匠
記
』
？
）
に
も

「河
田
谷
上
人
…
…
了
性
房
申
」

と
あ

っ
て
、
共
に
河
田
谷
信
尊
が
了
性
房
で
あ
る
上
記
ｔ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
下

っ
て
禅
智
院
日
好
の

『
録
内
拾
遺
』
↑
）
に
は

「関
東
河
田
谷
天
台
学
者
中
了
性
房
有
″
之
今
了
性
同
異
未
詳
」

と
疑
間
を
投
じ
て
い
る
。
と
に
か
く
遺
文
中
の
了
性
房
が
河
田
谷

の
天
台
学
匠
信
尊
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
ぐ
、
た
だ
前
の
二
書

だ
け
が
よ
し
と
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
当
時
、
真
間
に
は
、
元
慶

五
年
頃
、
真
言
宗
よ
り
天
台
宗
に
転
じ
、
鎌
倉
時
代
の
盛
時
ま
で

談
義
所
が
あ

っ
た
と
い
う
弘
法
寺
の
縁
起
を
併
考
す
れ
ば
、
遺
文

中
の
了
性
房
を
信
尊
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
河
田
谷
泉
福
寺
か
ら
約
四
十
キ
ロ
も
離
れ
た
真

間
で
談
義
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
問
答
は
さ
ぞ
か

し
大
き
力、
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
遺
文
中
の
了
性
房
が
日
蓮
を
年

来
謗
ら
て
い
た
と
い
う
記
述
よ
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
真

間
周
辺
に
来
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
ま
た
こ
の
頃
、
下
総
に
は

大
須
賀
、
土
木
崎
や
印
西
等
に
天
台
宗
主
に
檀
那
流
の
談
義
所
が

あ

っ
た
の
で
、
了
性
房
な
る
者
も
こ
の
間
を
往
復
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
今
は
、
従
来
の
所
伝
に
沿
っ
て
、

了
性
房
は
河
田
谷
の
信
尊
で
あ
る
と
み
て
、
以
下
信
尊
の
行
状
を

た
ど
っ
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
。

二

中
古
天
台
の
学
匠
達
の
事
蹟
は
、
中
古
天
台
が
口
伝
法
門
で
あ

り
、
多
く
の
著
述
が
年
代
の
不
確
実
な
も
の
ば
か
り
で
、
そ
の
為
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に
そ
の
多
く
が
不
明
で
あ

っ
て
、信
尊
も
ま
た
そ
の

一
人
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
信
尊
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

る
。
信
尊
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
上
杉
文
秀
氏
が
少
し
く
ふ
れ
て

い
る
が

（↓

、

師
蛮
の

『
本
朝
高
僧
伝
』
翁
）
は
聖
教
口
伝
を
参

照
し
て
お
よ
そ
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
年
少
に
し
て
幸
範
に
従

っ
て
剃
髪
得
度
、
顕
密
両
教
を
受
け
、
天
台
三
大
部
を
能
信
に
就

学
、
後
、
比
叡
山
に
登

っ
て
灯
明
院
承
喩
に
ま
み
え
て

一
心
三
観

と

一
念
三
千
の
奥
旨
を
伝
授
、
寛
元
年
間
に
河
田
谷
に
精
舎
を
開

建
し
て
第

一
世
に
居
し
、
東
叡
山
泉
福
寺
と
号
し
た
。
盛
ん
に
教

相
を
談
じ
て
、
尊
海

・
海
日

ｏ
朗
日

・
広
海
の
四
人
の
高
弟
を
輩

出
し
た
、
と
。
師
蛮
の
信
尊
伝
は
主
に
定
珍
の

『
先
徳
明
匠
記
』

に
み
ら
れ
る
伝
記
を
以
て
大
略
に
終

っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
、
尊

舜
の

『
二
帖
抄
見
聞
』
、

『
恵
心
流
教
重
相
承
私
抄
』
、
上
野
国

青
柳
の
龍
増
寺
談
林
の
高
観
撰

『摩
訂
止
観
見
聞
添
註
』
等
に
も

伝
記
が

一
様
で
は
な
い
が
散
見
さ
れ
、
信
尊
の
著
述
も
併
せ
以
て

い
ま
少
し
信
尊
伝
の
詳
細
が
可
能
で
あ
る
。

先
ず
こ
れ
ら
の
内
、
最
も
早
い
成
立
に
な
る
、
尊
舜
の

『
二
帖

抄
見
聞
』
貧
）
巻
上
に
、

信
尊
．ヴ
ハ一

説
二芹

性
ん
茸
也
。
杉
生
，征

弟
子
．Ｆ
真
範
源
卜

市
人
御

座
。
範
源
師
跡
相
伝
付
弟
也
。
能
信
美
濃
国
須
賀
川
下
談
義

給
。
時
武
蔵
国
足
立
幸
範
律
師
云
人
。
従
二彼
能
真
一受
学
給
。

信
尊
従
二
彼
幸
範
一学
問
給
。
其
後
河
田
谷
止
住
給
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
信
尊
の
生
国
に
幾
説
か
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
信
尊
は
武
蔵
生
国
で
、
皇
覚
―
能
真
―
幸
範
―
信
尊

の
学
系
に
あ
り
、
河
田
谷
に
止
住
し
た
の
は
幸
範
就
学
以
後
の
よ

う
で
あ
る
。

『
先
徳
明
匠
記
』
は
こ
れ
に
尊
海
を
加
え
て
椙
生
流

五
代

Ｃ
）
と
す
る
。
叉

『
明
匠
記
』
に
は
、

「
大
田
聖
人
申
。
生

国
駿
州
人
也
。

心
尊
為
二
侍
者
一
也
。

武
州
大
田
庄
。
鷲
宮
学
頭

也
。
河
田
谷
上
人
生
国
駿
河
人
也
。
後
成
二律
僧
一。
了
性
房
申
。

戒
師
黒
谷
具
道
上
人
忠
尋
也
。

説
道
第

一
也
」
含
）
と
記
さ
れ
、

信
尊
は
大
田
聖
人
と
い
わ
れ
る
者
の
侍
者
で
あ
り
、
生
国
ま
で
合

わ
せ
駿
州
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

「師
御
房
悪
僧

故
退
出
也
。
椙
生
御
弟
子
成
云
々
。
美
濃
国
菅
根
仁
也
。
故
申
二菅

根
上
人
一也
」
か
ら
続
い
て
い
る
文
で
あ

っ
て
、
原
本
で
は
心
賀
の

学
系
に
あ
る
薩
摩
法
印
を
説
明
し
て
い
る
様
に
書
か
れ
て
い
て
、

菅
根
の
仁

（
人
）
と
駿
州
の
人
と
は
明
ら
か
に
別
人
を
指
し
て
い

る
。
思
う
に
、
『
先
徳
明
匠
記
」
と
尊
舜
の
伝
え
る
と
こ
ろ
と
が
同

時
に
、
椙
生
皇
覚
の
弟
子
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
美
濃
国
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
美
濃
国
菅
根
の
人
と
は
同
国
須
賀
川
に
い
た
能

真
を
指
し
、
で
は
大
田
聖
人
は
誰
を
指
す
か
と
い
う
に
、
大
田
聖

人
と
は
武
州
大
田
庄
鷲
の
官
の
学
頭
の
地
位
に
あ

っ
た
の
で
通
称

大
田
聖
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
、
大
田
庄

２
）
は
武
蔵
の
国
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足
立
郡
の
一
地
域
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
類
推
し
て
、
大
田
聖
人
は

恐
ら
く
尊
舜
の
伝
え
た
足
立
の
幸
範
で
あ
ろ
う
。
信
尊
が
就
学
し

″　

　

　

　

　

　

　

　

　

田
舎
衆

た
師
の
幸
範
が

「義
了
坊
…
…
幸
範
」
っ
）
で
あ
る
と
は
や
は
り

『
明
匠
記
』
の
記
す
と
こ
ろ
で
、
当
時
、
田
舎
と
は
京
都
に
対
し

て
東
国
関
東
を
指
す
の
で
、
少
な
く
と
も
幸
範
が
生
国
は
と
も
か

く
関
東
の
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
幸
範
の
坊

（房
）
号
が

「
義
了
坊
」
と
称
さ
れ
る
か
ら
、
信
尊
が
華
範
に
就
い
て
そ
の

一

字
を
授
か
り
、

「了
性
房
」
と
名
づ
け
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
黒
谷
具
道
上
人
を
戒
師
と
し
て

律
僧
了
性
房
と
成

っ
た
と
い
う

『
明
匠
記
』
の
記
述
と
は

一
致
し

な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
信
尊
が
駿
州
生
国
の
大
田
聖
人
の
侍
者

と
な

っ
た
か
ら
と
て
、
生
国
を
駿
河
と
す
る
の
は
侍
者
と
い
う
関

係
か
ら
の
誤
伝
で
は
あ
る
ま
い
か
。
あ
る
い
は
、
生
国
が
同
じ
と

い
う
こ
と
で
、
幸
範
に
就
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
一帖
抄
見

聞
』
含
）
は
次
い
で
い
ま

一
説
を
挙
げ
て
、

信
尊
本
山
法
師

有
。
為
二
関
東

一
見
一
下
向
時
。

河
田
谷
近

所
．荘
虫
耗
に
、Ｆ

玉
へω

其
時
河
田
谷
殿
出
合
．が
辺
Ｃ
疋

貯
給
ル叫
キ

信
尊
答
云
。
我
是
山
法
師
天
台
学
匠
也
。
有
二
受
学
人
一
可
レ

成
二
天
台
談
義
一云
。
無
二
左
右
一河
田
谷
殿
成
二
檀
那
一
立
二
談

義
所
一談
義
給
。
然
間
信
尊
弟
子
。
海
日
。

朗
日
。

尊
海
。

光
海
四
人
学
匠
有
レ
之
。
其
外
ム
ネ
ト
学
匠
二
十
四
人
在
レ
之
。

と
。
信
尊
は
山
門
の
徒
で
関
東
に
弘
法
の
た
め
下
向
し
た
時
、
た

ま
た
ま
河
田
谷
殿
に
出
合
い
一
後
、
外
護
を
受
け
て
談
義
所
を
建

立
し
た
と
伝
え
る
。
竪
者
の
称
号
を
有
ち
、
談
義
を
行
な
え
る
程

の
地
位
に
あ

っ
て
、
身
辺
に
は
常
に
尊
海
を
は
じ
め
二
十
余
人
の

学
匠
が
い
た
と
い
う
か
ら
、
す
で
に
広
学
多
聞
の
大
学
匠
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
『
先
徳
明
匠
記
』
は

「
土
佐
堅
者
信
尊
」
っ
）
と

伝
え
て
い
る
。
又
、　
コ
一帖
抄
見
聞
』
と
同
じ
頃
の
成
立
と
考
え

ら
れ
る
、
心
賀
…
…
実
全
―
豪
盛
と
伝
授
さ
れ
た

『
恵
心
流
教
重

相
承
私
抄
』
盆
）
な
る
も
の
に
も
、

信
尊
山
徒
御
座
也
。
而
杉
生
四
人
上
足
中
、
美
濃
国
須
賀
川

能
信
学
匠
。
彼
能
信
御
弟
子
幸
範
学
匠
御
座
。
其
幸
範
弟
子

信
尊
也
。
耐
ぽ
尊
ノ

２
作二
恥
存
）

学
文
亀
厖
ぽ
舎
一ヽ
）

武
州
河

田
谷

一
間
四
面
堂
ア
ル
コ
シ
ヲ
カ
ケ
給

フ
。
折
節
、
河
田
谷

殿
有
会
フ
テ
、
何
人
卜
尋
ネ
申
サ
ル
ル
時
、
我
是
天
台
宗
学

匠
也
、
依
所
可
レ
住
ト
ノ
給
フ
。
其
時
、河
田
谷
殿
大
悦
我
在

所

ョ
リ
少
シ
引
ノ
ヶ
テ
談
所
作
置
被
レ
申
。

仏
法
繁
昌
シ
テ

学
匠
多
ク
出
来

セ
リ
。
四
人
上
足
。
海
日

・
朗
日

・
広
海

・

円
頓
也
。

と
あ
り
、
コ
一帖
抄
見
聞
』
と
大
同
小
異
の
説
を
伝
え
、
尊
舜

（
一

四
五

一
―

一
五

一
四
）
在
世
頃
に
は
す
で
に
右
の
よ
う
な
信
尊
伝

が

一
般
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
更
に
、
尊
舜
撰
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『
摩
訂
止
観
見
聞
』
を
註
釈
し
た
、
上
野
国
青
柳
の
龍
増
寺
談
林

の
高
観
の

『摩
訂
止
観
見
聞
添
註
』
２
）
を
み
る
に
、
そ
の
序
に
、

至
二貞
永
頃
一東
州
伝
弘
漸
衰
。
大
教
隆
夷
其
如
レ
斯
焉
。
然

．

至
二寛
元
年
中
一有
二
信
尊
上
人
者
一、
於
二泉
福
寺
一講
二
止
観
一

焉
。

と
あ
リ
ハ
寛
元
年
間

（
一
二
四
三
―

一
二
四
七
）
に
信
尊
が
泉
福

寺
に
て

『
摩
訂
止
観
』
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
、
こ
の
記

述
に
従
え
ば
、
貞
永
の
頃
、
信
尊
は
ま
だ
泉
福
寺
に
は
止
住
し
て

居
ら
ず
、
信
尊
の
下
向
は
貞
永
以
後
と
な
る
。
寛
元
の
頃
、
日
蓮

聖
人
は
比
叡
山
に
あ

っ
て
天
台
学
を
学
ん
で
い
る
時
、
信
尊
は
泉

福
寺
談
義
所
を
中
心
に
教
学
の
隆
盛
を
呈
し
て
い
た
。
泉
福
寺
由

来
は
、
泉
福
寺
は
天
台
宗
本
寺
で
東
叡
山
と
号
し
、
天
長
六
年
（
八

二
九
）
慈
覚
大
師
が
淳
和
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
草
創
、
寿
永
三
年

（
一
一
八
四
）
源
平
兵
火
で
全
堂
宇
焼
失
、
文
暦
元
年

（
一
二
三

四
）
信
尊
が
比
叡
山
よ
り
下
り
天
台
の
奥
旨
を
伝
え
て
中
興
し
、

そ
の
後
、
幾
度
か
の
兵
火
で
た
び
た
び
焼
失
、
天
正
十
九
年

（
一

五
九
二
）
徳
川
家
康
の
寄
進
を
受
け
て
今
日
に
至

っ
た
と
伝
え
て

い
る
。
上
野
東
叡
山
寛
永
寺
の
末
寺
と
な
る
が
、
泉
福
寺
は
弥
勒

院
、
普
門
寺
、
西
光
寺
、
東
光
寺
等
を
末
寺
に
置
い
て
い
た
。
な

お
、
泉
福
寺
に
は
弘
長
二
年
四
月
と
胎
内
銘
記
の
あ
る
木
造
の
阿

弥
陀
如
来
坐
像

一
体
が
格
護
さ
れ
、
弥
陀
念
仏
信
仰
の
あ

っ
た
こ

と
を
裏
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に

『
先
徳
明
匠
記
』
は
、
関
東
へ
の
天
台
慧
心
流
の
初
伝
を

信
尊
に
お
い
て

盆
）
、
「
…
心
尊
先
相
生
弟
子
。
能
真
幸
範
奉
レ値

御
学
文
有
。
其
後
山
門
登
。
灯
明
院
弁
律
師
承
喩
相
承
給
也
」
哺
）

と
記
し
、
能
真
と
幸
範
の
二
人
に
就
学
し
て
い
る
こ
と
は
他
伝
と

異
に
す
る
が
、
比
叡
山
に
上
っ
て
俊
範
の
弟
子
承
喩
よ
り
法
門
の

相
承
を
受
け
た
と
あ
る
。
通
説
、
こ
の
相
承
が

『
河
田
谷
傍
正
十

九
通
』
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
十
九
通
全
て
信
尊
伝

授
と
す
る
説
に
は
異
論

翁
）
が
あ
り
、
今
日
で
は
尊
海
以
後
の
蒐

集
成
文
化
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
信
尊
の
も
の
で
な
く
尊

海
頃
の
作
と
し
て
も
、
信
尊
伝
を
考
え
る
の
に
は
好
個
の
資
料
で

あ
る
。

信
尊
が
承
喩
よ
り
相
承
を
受
け
た
の
は
、
如
何
な
る
縁
由
で
な

さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、　
一
つ
に
は
学
派
を
以
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。信
尊
の
師
幸
範
が
皇
覚
―
能
真
の
学
系
に
あ
り
、
ま

た
承
喩
も
皇
覚
―
範
源
と
の
学
系
を
ひ
く
俊
範
の
弟
子
で
あ
り
、

共
に
椙
生
流
で
皇
覚
の
学
系
を
ひ
き
、
何
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
相
承
を
受
け
る
の
に
大
き
く
作
用
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。『十
九
通
』
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、

―
東
陽
―
椙
生
「
一日
嘲
は
日
時
［
目
一「
承
喩
―
信
尊
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こ
の
系
譜
は
、
（り

そ
の
へ
ん
の
事
情
を

表
示
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
十
九
通
が

一
時
に
な
さ
れ
ず
、
何
回
か
に
亘

っ
て
相
伝

さ
れ
、
ま
た
大
分
後
世
の
も
の
と
思
し
き
相
承
も
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
本
書
を
通
覧
す
れ
ば
容
易
に
解
か
り
、
以
下
に
み
る
奥
書

は
そ
の
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

十
九
通
の
内
、　
一
心
三
観
の
三
重
三
通
の
第
二
重
二
通
の
中
間

に

っ
て仁

治
元
年
八
月
二
十
七
日
於
三中
上
殿
一伝
二
授
之
一畢
。
修
行

用
心

一
昨
日
於
二
同
所
一伝
授
畢
。

と
い
う
奥
書
が
あ
り
、
中
上
殿
と
は
、
大
和
庄
俊
範
法
印
御
房
御

事
也
、
と
の
袖
書
が
施
さ
れ
、
ま
た

一
昨
日
の
傍
注
に
、

私
云
或
抄
云
。
師
云
可
二
大
和
庄
御
事
一。
受
者
証
明
院
弁
律

師
承
喩
御
事
也

と
あ
る
。

「
私
云
」
と
は
誰
で
あ
る
か
不
明
だ
が
、
書
写
し
た
者

か
後
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
の
傍
注
に
依
れ
ば
、仁
治
元
年
２

二
四
〇
）
八
月
二
十
五
日
に
「
一
心
三
観
修
行
用
心
抄
」
、
一
一十
七

日
に
は

「
一
心
三
観
事
」
が
俊
範
か
ら
承
喩
へ
伝
授
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
然
る
に

「
用
心
抄
」
の
表
題
の
下
に
は

「
初
重
　
河
田

谷
」
と
明
記
さ
れ
て
あ
り
、
河
田
谷
信
尊
伝
授
を
思
わ
せ
て
い
る
。

又
、
被
接
の
第
二
重
二
通
の
「
被
接
断
位
事
」
の
末
尾

２
）
に
は
、

寛
元
元
年
正
月
二
十
七
日
重
被
レ
示
二
此
義
一畢

と
あ
り
、
更
に
、
同
第
三
重
三
通
の

「被
接
三
重
」
の
終
部

２
）

に
も
、寛

元
元
年
正
月
二
十
七
日
　
行
年
三
十

一
明
円
　
於
中
上
相

伝
之
畢

と
い
う
前
と
同
じ
奥
書
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
奥
書
に
は
、

「是

ハ
常
喩

ヨ
リ
相
承
ス
ル
故

二
常
喩
ノ
言
欺
。
信
尊
ノ
上
洛

ノ
時
ト

云
事

ニ
テ
可
レ
有
也
」
と
い
う
傍
注
が
あ

っ
て
、
寛
元
元
年
正
月
二

十
七
日
に
被
接
二
重
三
重
の
法
門
が
上
洛
し
た
信
尊
に
中
上
殿
に

於
い
て
常

（承
）
喩
よ
り
相
伝
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

「被

接
三
重
」
の
本
文
の
末
尾
に
は
、

「此
条
山
上
沙
汰
了
。
中
上
之

相
伝
義
大
旨
畢
」
と
い
う
か
ら
、
こ
の
法
門
は
か
つ
て
山
上
で
評

議
さ
れ
た
中
上
の
相
承
で
あ
る
。
ま
た
、

「
四
句
成
道
文
証
幽
候

也
。
来
冬
上
洛
可
レ
申
」
と
て
、
こ
の
時
、
来
年
冬
上
洛
の
湖
、
四

句
成
道
の
法
門
を
約
束
し
て
い
る
。
寛
元
元
年
云
云
の
奥
書
の
袖

書
は
む
し
ろ
こ
の
約
束
を
注
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
寛
元
元
年
の
相
承
に
し
ろ
先
の
仁
治
元
年
の
も
の
に
し
て

も
い
ず
れ
も
中
上
の
相
承
で
、
こ
の

「中
上
」
を
ば
割
書
は
俊
範

と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
尊
舜
の

『
二
帖
抄
見
聞
』
２
）

は
、
信
尊
の
相
承
の
事
情
を
こ
う
記
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

信
尊
′ガ

子
二…

…
学
匠
二
十
四
人
ぉ

之
。
故
だ̈
相
二好

何
ｒ^
静
有

被
ヶ

¨
辟
。
俄
ぃ∫

れ
だ
〓
門
跡
‘．一遂
ン「

相
承
”√

卜

思
召
一
間
。
大
和
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庄
俊
範
弟
子
承
喩
。
俊
承
。
静
明
。
経
海
四
人
御
座
。
其
中

山
潔
薦

喩
僧
都
．輝
ゲ
Ｌ

一一重
井
二一

生

一一観
色
何
亀
玉ヘゴ
７

二

河
田
谷
十
九
通
一。
是
横
相
承
教
行
証
分
別
無
レ
之
。
以
レ
之

授
二尊
海
一
也
。
故
尊
海
持
言
吾
是
杉
生
五
代
末
弟
也
被
レ
申

也
。
所
謂
皇
覚
。
能
真
。
幸
範
。
信
尊
。
尊
海
也
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

「中
上
」
は
俊
範
で
は
な
く
、
承
喩
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、従
っ
て
中
上
殿
は
承
喩
の
坊
舎
で
あ
っ
て
、

こ
の
と
き
俊
範
は
す
で
に
大
和
庄
に
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
日
蓮
聖
人
の

『浄
土
九
品
之
事
』
２
）
か
ら
も
明
白
で

あ
る
。
そ
し
て
一
心
三
観
及
び
被
接
三
重
が
俊
範
か
ら
承
喩
に
、

さ
ら
に
信
尊
へ
と
伝
授
さ
れ
、
こ
の
相
伝
は
、
先
の
被
接
三
重
の

「此
条
山
上
沙
汰
了
。中
上
之
相
伝
義
大
旨
畢
」
と
合
致
す
る
。
さ

す
れ
ば
、中
上
殿
で
の
伝
授
は
俊
範
か
ら
承
喩
の
相
承
で
は
な
く
、

承
喩
よ
り
信
尊
へ
の
相
伝
と
な
り
、
而
し
て
信
尊
の
上
洛
は
法
門

相
承
の
た
め
で
あ

っ
て
、
ま
た
上
洛
は
信
尊
が
河
田
谷
に
止
住
し

て
い
た
こ
と
を
も
裏
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
等
に

よ
っ
て
、
相
承
は
一
度
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
幾
度
と
な
く
足

を
運
ん
で
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
相
伝
の
困
難
な
こ
と
と
型
式
化
と

が
知
ら
れ
、
同
時
に

「十
九
通
」
と
は
む
し
ろ
信
尊
の
時
に
名
づ

け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
の
ち
に
な
っ
て
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
、

尊
舜
在
世
頃
に
は
す
で
に

『
河
田
谷
十
九
通
』
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
よ
う
。
相
承
が
門
跡
で
行
な
わ
れ
、
直

弟
子
の
尊
海
も
そ
の
為
に
三
回
と
も
七
回
と
も
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど

上
洛
し
、
そ
の
都
度
高
額
な
金
銭
等
を
寄
進

２
）
し
て
い
る
ほ
ど

で
あ
る
。
こ
こ
に
法
門
相
承
の
売
買
さ
れ
て
い
る
現
象
が
み
ら
れ

る
。
と
も
か
く
中
上
殿
は
承
喩
の
坊
で
あ
り
、
そ
こ
に
於
い
て
、

仁
治
元
年
八
月
二
十
五
、
二
十
七
日
並
に
寛
元
元
年
正
月
二
十
七

日
に

一
心
三
観
及
び
被
接
の
法
門
が
上
洛
し
た
信
尊
に
承
喩
よ
り

伝
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
被
接
三
重
の
奥
書
に
み
え
る

「
行
年
三
十

一
明
円
」
と
は
恐
ら
く
そ
の
時
の
信
尊
の
年
で
あ
ろ

う
。被
接
の
法
門
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
、信
尊
が
伝
授
さ
れ

た
折
に
仰
せ
ら
れ
た
、
「被
接

一
科
止
観
為
二
円
宗
一。
大
切
大
切
」

と
の
言
よ
り
計
り
知
ら
れ
る
が
、

「被
接
断
位
事
」
に
は
、

「被

接

ノ
断
位

ノ
法
門
。
相
伝
シ
マ
イ
ラ
セ
候
ヲ
。
尊
海

ノ
一
期

二
補

処
弟
子

一
人

ョ
リ
ホ
カ
ニ
。
二
人

マ
テ
ニ
オ
シ
ヘ
ス
候
。
（中
略
）

働
起
静
文
帖
如
件
。
　

弘
安
八
年
二
月
十
八
日
敬
白
　
尊
海
判
」

と
記
す

「
立
申
円
頓
頓
房
尊
海
起
請
文
事
」
２
）
が
あ
り
、

被
接

の
法
門
が
弘
安
八
年

（
一
二
八
五
）
に
信
尊
か
ら
尊
海
に
唯
授

一

人
さ
れ
、
寛
元
元
年
を
三
十

一
歳
と
す
る
と
、
こ
の
時
信
尊
は
七

十
三
歳
、
尊
海
三
十
二
歳
の
相
伝
と
な
る
。
尊
海
の
こ
の
三
十
二

歳
伝
授
を
類
推
す
る
と
、
信
尊
の
三
十

一
歳
の
承
喩
相
承
も
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
に

『
類
衆
集
』

一
巻
、
千

観
の

『
義
科
目
録
』
（内
題

「
教
相
義
見
聞
し

な
る
典
籍
が
収
録

さ
れ
て
い
て
、
前
者
本
文
中
に

「
弘
安
九
年
十

一
月
十
六
日
　
伝

授
之
信
尊
」
の
）
と
記
さ
れ
、
又
、
内
題
下
書
に
永
仁
三
年

（
一
二

九
三
）
五
月
九
日
よ
り
著
述
を
始
め
た
と
い
う
千
観
の

『
義
科
目

録
』
に
は
、
本
文
の
初
の

「
信
尊
仰
云
…
」
６
）
と
あ
る
と
い
う

こ
と
を
以

っ
て
せ
ば
、
す
で
に
信
尊
の
没
し
て
い
る
こ
と
が
思
わ

れ
る
。
信
尊
が
檀
那
流
の
法
門
を
も
伝
え
て
い
た
こ
と
は
、

『
先

徳
明
匠
記
』
に
長
燿
の
松
林
房
流
に
名
を
列
ね
て
い
る

貧
）
と
こ

ろ
で
、
十
九
通
相
承
に
も
檀
那
流
の
義
が
み
ら
れ
、
慧
檀
両
流
が

混
在
し
て
い
る
。
加
え
て
、文
明
二
年
、
行
学
院
日
朝
書
写
の

『
一

流
相
伝
法
門
見
聞
私
」
Ω
）
に
、　
信
尊
が
慧
心
流
の
教
の
七
箇
相

伝
を
受
け
、
そ
れ
を
尊
海
に
伝
え
た
こ
と
の
図
表
が
あ
る
が
、
「
仙

波
信
尊
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
日
伝
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も

の
か
、
或
は
信
尊
と
尊
海
と
の
師
弟
関
係
よ
り
し
て
晩
年
に
信
尊

が
仙
波
に
住
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
不
明
確

な
が
ら
も
他
書
の
記
す
相
承
よ
り
具
体
的
で
あ

っ
て
注
意
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
信
尊
に
す
で
に
伝
法
四
箇
略
伝
三
箇
の
七

箇
相
伝
が
な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
尊
海
が
こ
れ
を
受
け
る
為
わ

ざ
わ
ざ
苦
労
し
て
上
洛
す
る
こ
と
も
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
尊

海
は
三
度
或
は
七
度
上
洛
し
、
幾
多
の
懇
志
を
尽
し
て
心
賀
よ
り

七
箇
法
門
が
授
け
ら
れ
て
い
る
含
）
の
で
、
日
朝
の
記
す
七
箇
法

門
の
信
尊
へ
の
相
伝
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
七
箇
法
門
は
慧
心
流
嫡
流
の
相
承
で
あ
る
が
、
信
尊

は
同
流
の
嫡
流
で
は
な
く
、
幸
範
、
承
喩
か
ら
つ
づ
く
傍
流
で
あ

り
、
嫡
流
は
俊
範
―
静
明
―
心
賀
で
あ
っ
た
の
で
、
尊
海
は
心
賀

の
相
承
を
受
く
べ
き
幾
度
か
の
上
洛
を
し
た
の
で
あ
る
。

『
先
徳

明
匠
記
』
は

「
…
尊
海
御
上
洛
。

正
親
町
法
印
奉
レ
値
。
七
箇
御

相
承
有
レ之
。
此
時
始
七
箇
下
也
」
Ω
）
と
伝
え
て
い
る
。

三

如
上
の
諸
説
を
綜
合
す
れ
ば

次
の
様
な
信
尊
伝
が
可
能
で
あ

スυ。河
田
谷
泉
福
寺
は
天
長
六
年
慈
覚
大
師
の
創
建
に
し
て
、
信
尊

当
時
武
蔵
国
に
於
け
る
天
台
宗
の
中
心
的
位
置
に
あ
っ
た
。
信
尊

の
生
年
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
寛
元
元
年
が
三
十

一
歳
で
あ
る
か

ら
、
承
元
三
年

（
一
二
〇
九
）
で
あ
り
、
示
寂
は
、

『類
衆
集
』

を
伝
授
し
た
弘
安
九
年
十

一
月
か
ら
信
尊
の
名
が
み
え
る

『義
科

目
録
』
書
写
の
永
仁
三
年
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
生
国
は

『
明
匠

記
』
は
駿
河
と
記
す
が
武
州
河
田
谷
か
ら
そ
う
遠
く
で
は
あ
る
ま

い
。
い
つ
頃
出
家
得
度
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
得
度
し
た
の

が
天
台
宗
寺
院
で
あ
る
の
は
確
か
で
、
義
了
房
幸
範
が
田
舎
衆
足

一 ∞ 一



立
の
者
と
い
う
か
ら
幸
範
は
河
田
谷
か
ら
近
い
太
田
庄
鷲
の
官
の

学
頭
職
に
あ

っ
た
か
、
或
は
そ
の
談
義
所
に
い
た
か
、
極
言
す
れ

ば
泉
福
寺
に
住
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
信
尊
が
彼
に
就
学
し

た
と
な
れ
ば
、
信
尊
は
幸
範
に
つ
い
て
鷲
の
官
の
談
義
所
で
出
家

得
度
し
た
の
で
は
な
い
か
。
幸
範
と
信
尊
と
の
生
国
が
同
じ
駿
河

と
す
る

『
明
匠
記
』
の
記
述
は
こ
れ
に
積
極
性
を
持
た
せ
し
め
て

く
れ
る
。
椙
生
皇
覚
の
学
系
を
ひ
く
能
真
に
学
ん
だ
幸
範
に
就
い

て
天
台
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
志
す
と
こ
ろ
あ

っ
て
比
叡
山

に
登
り
受
戒
、
律
僧
と
し
て
大
い
に
研
鑽
、
天
台
の
奥
旨
を
き
わ

め
、東
州
の
伝
弘
衰
え
る
と
は
華
範
の
没
し
た
の
を
意
味
す
る
か
、

貞
永
の
頃
、
東
州
関
東
の
天
台
学
衰
退
し
、
従
っ
て
、
山
門
の
徒
、

土
佐
竪
者
と
称
さ
れ
た
信
尊
は
下
向
を
決
意
（信
尊
の
下
向
を
、
日

蓮
聖
人
が
叡
山
よ
り
清
澄
寺
に
帰

っ
て
き
た
こ
と
と
思
い
合
せ
、

信
尊
も
出
家
し
た
処
に
も
ど

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
）
、
文
暦
の

は
じ
め
に
鷲
の
官
か
泉
福
寺
に
も
ど
り
て
中
興
の
祖
と
な
る
。
仁

治
元
年
頃
ま
で
に
は
領
主
河
田
谷
の
殿
の
深
い
帰
依
を
受
け
て
談

義
所
を
建
立
、
尊
海
を
は
じ
め
主
な
る
弟
子
二
十
四
人
を
数
え
、

教
学
隆
盛
を
き
わ
め
る
が
、
弟
子
二
十
余
人
を
も
っ
て
い
ま
だ
未

相
承
で
あ

っ
た
の
で
、
法
門
の
相
承
を
望
ん
で
上
洛
、
仁
治
元
年

八
月
二
十
五
日
に

「
一
心
三
観
修
行
用
心
抄
」
を
、
二
十
七
日
に

は
「
一
心
三
観
事
」
の
慧
心
流
義
相
承
を
灯
明
院
承
喩
よ
り
受
け
、

寛
元
元
年
正
月
に
も
上
洛
、
二
十
七
日
に

「被
接
断
位
事
」

「被

接
三
重
」
の
法
門
を
承
喩
よ
り
相
伝
、
こ
の
時
、
来
年
冬
再
上
洛

の
折
、

「
四
句
成
道
」
の
法
門
相
承
を
約
束
す
る
。
こ
の
こ
ろ
、

法
門
伝
授
の
為
に
年
ご
と
に
上
洛
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
仮
に
弘
安
元
年
の
十
月

一
日
を
真
間
問
答
と
し
て
も
、
そ
の

頃
に
は
、
広
学
多
聞
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
関
東
天
台
の

一
大
学
匠

の
地
位
に
あ

っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
な
い
。
而
し
て
弘
安
八
年

二
月
二
十
八
日
、
被
接
の
法
門
な
ど
の
法
門
を
尊
海
に
相
伝
、
変

っ
て
尊
海
が
関
東
天
台
の
中
心
と
な
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

信
尊
の
行
状
を
図
表
に
示
す
と
次
の
通
り
と
な
る
。

Ｄ
信
尊
、
武
州
に
生
れ
る
。

（但
し

『
明
匠

建
保
元
―

御
掘
簾
れ

る「『
判
谷
上
人
生
国
駿
河
人
也
」

貞
応
元
１
２２
日
蓮
生
れ
る
。

こ
の
頃
、
東
州
の
伝
弘
漸
く
衰
え
る
と
云

λ
ソ
。詩

味販ｒ
翫酢
れ批惣融執
輌
斯
¨
一てほ

姥晨
％ｏ。れ
泄樽鈍ゲ無
わ噸ゲ
つ談赫
つ所

た。

文暦年間

(1234--1235)

貞永年間

(1232--1233)
|
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修
行
用
心
抄
」

「
一

よ
り
伝
授
。
（
２８
歳
）

事
」

「被
接
三
重
」

来
冬
上
洛
の
約
束
を

、
清
澄
寺
で
法
華
信

（
３２
歳
）

論
争

（
６６
歳
）

（
３２
歳
）
に
法
門
を
伝
授

（
７３
歳
）

集
を
伝
授
さ
る
。

「
信
尊
仰
云
…
」
と
あ
る
。

以
上
、
信
尊
の
著
述
内
容
に
は
あ
ま
り
ふ
れ
ず
、
主
に
事
蹟
を

中
心
に
、
信
尊
の
歴
史
的
位
置
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

日
蓮
聖
人
が
天
台
法
華
宗
の
者
で
な
い
と
批
判
し
た
了
性
房
信
尊

の
行
状
の
確
定
は
、
日
蓮
聖
人
当
時
の
中
古
天
台
を
考
え
る
上
で
、

一
基
点
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
今
の
と

こ
ろ
遺
文
に
み
ら
れ
る
了
性
房
な
る
者
が
河
田
谷
信
尊
で
あ
る
と

云
う
の
は
先
の
二
書
だ
け
で
、
そ
れ
以
前
の
確
証
は
な
い
。
又
、
そ

の
了
性
房
と
信
尊
が
同

一
人
物
で
あ
る
と
い
う
古
来
の
説
を
否
定

す
る
も
の
も
な
い
。
筆
者
は
む
し
ろ
積
極
的
に
同

一
人
説
を
支
持

す
る
も
の
で
あ
る
。
信
尊
の
相
承
の
師
が
俊
範
の
弟
子
の

一
人
承

範
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
当
時
の
比
叡
山
の
教
学
の
中
心
的

人
物
は
俊
範
の
上
足
四
人

３
）
と
い
わ
れ
た
人
達
で
あ

っ
た
と
い

う
推
測
も
可
能
と
な

っ
て
く
る
。
尊
海
が
相
承
を
受
け
た
師
は
静

明
の
上
足
の
心
賀
で
あ

っ
た
。
叉
ヽ
長
享
二
年
五
月
十
八
日
西
山

本
門
寺
で
模
写
し
て
妙
蓮
寺
日
眼
よ
り
日
憲
に
伝
え
ら
れ
、
永
禄

二
年
正
月
に
要
法
寺
日
辰
が
重
須
本
門
寺
で
日
出
の
懇
志
を
得
て

書
写
、
更
に
永
禄
六
年
日
瞭
が
転
写
し
た
、
「
本
云
右
此
抄
者
自
二

日
興
上
人
一日
順
被
レ
承
候
処
法
門
聞
書
也
」
と
い
う
奥
書
の
あ
る

『
従
開
山
伝
日
順
法
門
』
な
る
著
述
に
斯
様
な
記
述
が
あ
る
。
即

ち
、

「
本
述
不
同
事
」
貪
）
を
説
く
項
に
、

本
述
雖
殊
不
思
議

一
卜
云
如
何
、
答
相
伝
云
本
述
二
法
異
本

有
修
得
不
同
也
、
只
不
思
議

一
云
者
本
門
意

ニ
テ
開
近
顕
遠

シ
ヌ
レ
ハ
、
述
門
理
ノ
当
体
全
本
門
也
、
此
時
不
思
議

一
ト

云
也
、故
不
思
議

一
卜
云

ヘ
ト
モ
本
述
理

一
卜
云

ニ
ハ
非
ス
、

本
述
卜
立
ル
面

ニ
テ

ハ
本
述
ニ
ノ
不
同

ハ
無
レ
疑
事
也
、
（中

略
）
、
穴
賢
穴
賢
可
秘
可
秘
、
自
二
静
明
法
印
一
口
伝
也
。

と
。
本
述
不
同
義
に
静
明
の
日
伝
を
掲
げ
、
答
云
相
伝
云
の
箇
所

かせ死間こ
°
し去にの

|   |
永 弘 弘 弘 建 寛 仁
仁 安 安 安 長 元 治
三 九 八 元 五 元 元
|   |   |   |   |   |   |

(1295)(1286) (1285)(1278)(1253)(1243)(1240)
類   尊  富  仰尊 すを上 心上
衆   海  木  の海 る承洛 三洛
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｀
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に
は

「高
祖
静
明
ヨ
リ
御
伝
大
事
」
と
い
う
袖
書
が
な
さ
れ
、
高

祖
日
蓮
は
静
明
よ
り
法
門
を
伝
授
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
俊
範

は
法
然
と
同
学
で
あ

っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
ま
た
、
後
世

の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、　
十
九
通
の

一
つ
に

「
止
観
修
行
用
意

事
」
含
）
と
い
う
切
紙
相
承
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

…
…
於
二
相
伝
一有
Ｌ
一種
一。　
一
慶
増
権
大
僧
都
授
二舜
海
■

心
三
観
脈
譜
観
境
相
不
レ書
口
伝
・ム
云
。
二
黒
谷
聖
人

一
心
三

観
．ゴ

二
十
重
等
コτ

大
和
′た

ｒ
征
ガ
体
．石
レ
違
。
一
ｒ
…

ど
あ

っ
て
、
黒
谷
聖
人
の
と
こ
ろ
に

「法
然
」
と
の
傍
注
が
な
さ

れ
て
い
て
、
黒
谷
聖
人
法
然
の
一
心
三
観
説
を
大
和
荘

（俊
範
）

の
そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
あ
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
日
蓮
聖

人
が
比
叡
山
に
在
っ
た
頃
、
俊
範

（―

一
三
二

一
―
）
が
叡
山
三

塔
の
総
学
頭
の
地
位
に
あ

っ
て
大
和
荘
に
住
し
て
い
た
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

『真
間
山
血
詠
事
』
に
み
え
る
、
室
町
時
代
に
出
た
叡
山
学
僧

の
円
信
の

『
破
日
蓮
義
』
に
み
ら
れ
る
日
蓮
聖
人
の
叡
山
で
の
師

に
関
し
て
提
示
さ
れ
た
、
「宗
祖
師
二
心
栄
一学
二台
教
一欺
、又
師
ニ
ァ

心
尊
一学
二台
教
一欺
」
翁
）
の
問
題
は
、
以
上
の
考
察
で
否
定
で
き

る
だ
ろ
う
。

註（
１
）

定
遺

一
五
八
八
頁

（
２
）

最
も
早
い
文
永
説
を
た
て
る
の
は
六
牙
院
日
潮
の

『本
化
別
頭
仏

祖
統
紀
』
で
あ
っ
て
、
巻
十
の
富
木
常
忍
伝
に
は
了
性
房
と
の
論
争
を

文
永
元
年
と
し
て
い
る
の
で
、
ン」
れ
に
従
え
ば
文
永
元
年
と
な
る
（
『
日

蓮
宗
全
書
』
二
三
三
頁
）
。建
治
三
年
説
は
日
通
の

『境
妙
庵
書
目
録
』

（定
遺
二
人

一
〇
頁
）
、
日
諦
撰

『
祖
書
目
次
』

（定
遺
二
八
一
八
頁
、

同
箇
所
に

「
聰
本
文
永
三
年
二
系
ス
」
と
い
う
割
書
き
が
あ
る
）
、
日

明
の

『新
撰
校
正
祖
書
目
次
』

（定
遺
二
八
三
〇
頁
）
等
の
目
録
で
、

弘
安
二
年
に
系
け
る
の
は
、興
門
系
の
日
騰
撰

『新
定
祖
書
目
録
孜
異
』

（定
遺
二
八
四
〇
頁
）
で
あ
る
。
山
川
智
応
氏
は
花
押
の
検
討
よ
り
弘

安
元
年
以
後
と
主
張

（
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
二
巻
）
し
、
更
に
鈴
木

一

成
氏
は
花
押
の
蕨
手
の
変
化
と
大
進
房
の
退
転
の
経
緯
よ
り
弘
安
元
年

ど
定
め
た

（定
遺
は
氏
の
研
究
に
従
っ
て
、
弘
安
元
年
と
し
た
）
。
塩

田
義
遜
氏
は
諸
目
録
等
を
支
持
し
て
建
治
三
年
説
で
あ
る

（
『
日
蓮
聖

人
御
遺
文
講
義
』
十
七
巻
三
七
五
頁
）
。通
心
院
日
境
の
書
写
し
た

『真

間
山
血
肱
事
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る

「
真
間
山
弘
法
寺
伝
灯
記
」
に
弘

法
寺
の
縁
由
を
了
性
房
と
常
忍
と
の
間
答
に
あ
り
と
し
、
そ
の
時
の
日

蓮
聖
人
の
返
事
を

『稟
権
出
界
抄
』
と
い
い
、こ
の
著
述
の
年
代
を
『
旧

記
』
に
よ
っ
て
、

「
建
治
三
年
丁
未
歳
」
と
し
て
い
る

（
『
日
蓮
宗
宗

学
全
書
』
二
十
三
巻
、　
一
七
〇
頁
）
。
な
お
、

『真
間
山
血
詠
事
』
の

表
紙
裏
書
に

「
応
永
十
四
年
」
と
み
え
、
大
分
早
い
成
立
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
書
に
、
心
栄
―
心
尊
―
尊
海
の
血
泳
を
付
す
と
こ
ろ
は
他
書
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と
特
異
と
す
る
と
こ
ろ
で
、

「
武
州
心
尊
法
印
開
開
寺
」

（其
頃
の
釈

か
）
と
あ
り
、
心
尊
の
河
田
谷
泉
福
寺
開
創
を
思
わ
し
て
い
る
。

（
３．
）

定
遺

一
五
八
八
頁

（
４
）

定
遺

一
五
八
九
頁

（
５
）

定
遺

一
五
九

一
頁

（
６
）

本
満
寺
編

『
日
蓮
聖
人
伝
記
集
』
五
五
三
頁

『宗
旨
名
目
』
は
著

作
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
寛
正
三
年

（
一
四
六

一
）
と
さ
れ

（
望
月
歓

厚

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
、
執
行
海
秀
氏
は
文
中
に
応
仁
元
年
の
記
述
よ

り
そ
れ
以
後
と
問
題
提
起
し
て
い
る

『
日
蓮
宗
教
学
史
』
）
、
日
実
の

学
系
は
日
中
―
日
源
―
日
実
と
次
第
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
達
の
教
学
が

中
古
天
台
思
想
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
型
で
中
古
天

台
と
交
渉
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
日
実
の
こ
の
説
は
当

時
い
わ
れ
て
い
た
説
を
取
り
入
れ
た
結
果
と
も
思
わ
れ
る
。

（
７
）

大
日
本
仏
教
全
書

一
一
一
巻
、
二
七
三
頁

（
８
）

日
蓮
宗
全
書
所
収
、
三
六
〇
頁
“
因
に
、
弘
経
寺
日
健
の

『御
書

抄
』
下
巻
は
、

「
富
木
ノ
常
忍
ノ
近
所
二
天
台
ノ
学
者

一
院
ア
リ
。
其

時
院
主
フ
了
性
卜
云
タ
リ
」
（
日
蓮
宗
全
書
所
収
、　
一
四
四
五
頁
）
と
、

日
潮
の

『本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
巻
十
は
、
「
‥
香
花
之
地
有
二真
間
山

弘
法
寺
一天
台
宗
談
林
之
化
主
権
大
僧
都
法
印
了
性
…
」
（
日
蓮
宗
全
書

所
収
、
二
三
三
頁
）
と
記
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
浅
井
要
麟
氏
は
、
真

間
弘
法
寺
の
前
身
常
忍
の
香
華
院
の
学
頭
了
性
房
で
あ
る
と
解
説
し
て

い
る

（
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
解
題
』
二
八
六
頁
）
が
、
塩
田
義
遜
氏

は
Ｉ
性
房
の
院
主
説
を
否
定
す
る

（前
掲
書
二
九
二
頁
）
。

享
徳
元
年
頃
の
妙
泉
院
日
晴
の
作
な
る

『
当
家
諸
門
流
継
図
之
事
』
に

「
弘
法
守
ハ
叡
山
ノ
末
守
ニ
テ
昔
ハ
七
堂
ア
リ
、
毎
年
叡
山
ョ
ゥ
学
者

来
テ
仏
法
執
行
ア
リ
、
或
時
叡
山
ノ
了
性
坊
来
テ
八
丹
ノ
彼
岸
二
法
談

ス
」

（
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
十
八
巻
、　
一
四
四
頁
）
と
あ
り
、
真
間

間
答
以
前
に
も
了
性
房
が
真
間
に
来
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
こ
こ
で
は

了
性
坊
を
叡
山
の
徒
と
し
て
い
る
。

（
９
）

上
杉
文
秀

『
日
本
天
台
史
』
四
七
五
頁

（
１０
）

大
日
本
仏
教
全
書

一
〇
二
巻
、
一〓
〓
頁

（
ｎ
）

天
台
宗
全
書
第
九
巻
所
収
、　
三
ハ
○
頁
。
巻
上
は
、
明
応
十
年
辛

酉
十
月
二
十
七
日
の
起
請
文
事
が
あ
っ
て
、成
立
は
こ
れ
以
前
で
あ
る
。

（
・２
）

大
日
本
仏
教
全
書

一
一
一
巻
、
二
七
四
頁

（
・３
）

大
日
本
仏
教
全
書

一
一
一
巻
、
二
七
三
頁

（
・４
）

武
州
大
田
の
庄
鷲
の
宮
は
、
久
喜
の
北
四
キ
ロ
、
南
埼
玉
郡

（今

日
）
の
最
北
に
居
り
、
古
利
根
の
西
岸
に
あ
た
る
。

（
・５
）

天
台
宗
全
書
所
収
、　
三
ハ
○
頁

（
・６
）

上
杉
文
秀

『
日
本
天
台
史
』
続
篇
所
収
、
八
三
二
頁
。
本
書
は
、

尊
舜
の

『
二
帖
抄
見
聞
』
と
同
意
の
所
有
り
。

（
・７
）

大
日
本
仏
教
全
書
二
九
巻
、　
一
頁

（
・８
）

信
尊
を
以
て
天
台
慧
心
流
の
初
伝
と
す
る
説
に
は
今
日
異
説
が
あ

る
。
即
ち
、
硲
慈
弘

「
所
謂
中
古
天
台
の
関
東
伝
播
に
就
て
」

（
「
大

崎
学
報
」
八
十
八
号
）
及
び

「
慧
檀
両
流
の
関
東
伝
播
」

（
『
日
本
仏

教
の
開
展
と
そ
の
基
調
』
下
巻
）
。

（
・９
）

大
日
本
仏
教
全
書

一
一
一
巻
、
二
七
八
頁
。
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（
２０
）

田
島
徳
音
氏
は
、

『
十
九
通
』
は
尊
海
の
手
に
伝
え
ら
れ
た
も
の

の
様
で
あ
る
が
、
実
際
は
も
っ
と
後
の
編
輯
で
あ
ろ
う

（
「
河
田
谷
十

九
通
に
つ
い
て
」
山
家
学
報

一
巻
四
号
）
、
と
論
じ
、
近
時
、
田
村
芳

朗
博
士
は
、
切
紙
相
承
が
尊
海
あ
た
り
で
成
文
化
し
た
の
で
は
な
い
か

（
同
著

『鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
四
三
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
２．
）

天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、
九
三
頁
。

（
２２
）

天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、
九
七
頁
。

（
２３
）

天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、　
一
一
四
頁
。

（
２４
）

天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、　
一
三
ハ
頁
。

（
２５
）

天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、　
三
ハ
○
頁
“

（
２６
）

定
遺
二
三

一
〇
頁
。

（
２７
）

『
二
帖
抄
見
聞
』

（天
台
宗
全
書
所
収
）
、
島
智
良

「
円
頓
法
印

尊
海
」

（大
崎
学
報
八
号
）
参
照
。

（
２８
）

天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、　
一
三
ハ
頁
。
島
智
良
前
掲
論
稿
参
照
。

（
２９
）

渋
谷
亮
泰
編

『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
上
巻
、
三
二
四

頁
。

（
３０
）

渋
谷
亮
泰
編

『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
上
巻
、
二

一
〇

頁
。
天
台
宗
全
書
二
十
三
巻
に
千
観
の

『義
科
目
録
』
を
収
め
て
あ
る

が
、
単
に
義
科
を
図
示
し
て
い
る
だ
け
で
、

「
信
尊
仰
云
…
」
は
見
当

ら
な
い
。
全
書
所
収
本
と
は
異
本
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
３．
）

大
日
本
仏
教
全
書

一
一
一
巻
、
二
七
六
頁
。

（
３２
）

日
朝

『
一
流
相
伝
見
聞
私
』
表
紙
。
『
昭
和
現
存
天
台
典
籍
目
録
』

参
照
。

（
３３
）
　
『
二
帖
抄
見
聞
』

（天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、
三
ハ○
頁
）
、
『恵

心
流
教
重
相
承
私
抄
』

（
『
日
本
天
台
史
続
』
所
収
、
八
一
四
頁
）
。

（
３４
）

大
日
本
仏
教
全
書

一
一
一
巻
、
二
七
八
頁
。

（
３５
）

俊
範
の
高
弟
四
人
と
は
、
灯
明
院
弁
律
師
承
喩
、
花
林
坊
俊
承
、

粟
田
口
静
明
、
昆
沙
門
堂
僧
正
経
海

（
『先
徳
明
匠
記
』
大
日
本
仏
教

全
書

一
一
一
巻
、
二
七
七
頁
）
で
あ
る
。

（
３６
）

日
蓮
宗
宗
学
全
書
第
二
巻
、
三
八
五
頁
。

（
３７
）

天
台
宗
全
書
九
巻
所
収
、　
一
〇
五
頁
。

（
３８
）

日
蓮
宗
宗
学
全
書
第
二
十
三
巻
、　
三
ハ
七
頁
。
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